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寿泉堂綜合病院では地域医療支援病院として病診連携を推進しています。

患者さんのご紹介や外来診療に関するお問い合わせ
寿泉堂綜合病院 地域連携室 ☎０２４－９２７－０７６０ （直通） または

☎０２４－９３２－６３６３ （代表） にお願い致します。

脳梗塞はこれまでも運動麻痺など後遺症を伴い寝たきりとなる疾患の上位の病気であり、厚生労
働省発表の平成28年度国民生活基礎調査（表1）で認知症に次ぐ病気であることが分かります。

このような状況の中で我が国では平成17年10月に血栓溶解療法の保険適応が認められ、何度かの
見直しを経て、適応の幅も拡大して参りました。
表2は当院における血栓溶解療法施行例の推移になります。

脳梗塞治療における最大のポイントは“発症から治療に至るまでの時間”であり、下記症状を認めた
際に迷わず受診いただくことで、入院日数の短縮、機能予後（運動麻痺の改善の程度）の改善など、
皆様の一助になれることを願っております。

脳梗塞の実情と当院治療実績

表１ 平成28年度生活国民基礎調査

（脳卒中科：外間裕之）

2014年 2015年 2016年 2017年 合計

  ｔ-PA症例数 6 16 10 18 50

 発症からｔ-PA投与までの平均時間 2時間44分 3時間1分 2時間26分 3時間19分 2時間57分

※2017年は12月25日時点 表２ 当院における血栓溶解療法施行例の推移
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